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 近年、スピン軌道相互作用が大きい材料・構造において、従来のスピントランスファートルクでは

説明できない現象が確認されるようになった。たとえば、極薄の強磁性層をスピン軌道相互作用が大

きい重遷移金属層と、酸化物層などで挟んだ非対称積層構造において、電流印加によって高速で移動

する磁壁移動現象[1]や、低電流で誘起できる磁化反転現象[2, 3]が確認されている。これらの結果は、

重遷移金属層で発現するスピンホール効果や、スピン軌道相互作用が大きく非対称積層構造の界面で

観測される電流誘起スピン分極効果（Rashba・Edelstein 効果）に由来するとされている。スピンホー

ル効果などよって生成されたスピン流は、スピントランスファートルクや s・d交換相互作用によって

強磁性層の磁化にトルクを印加し、磁化反転や磁壁

移動を誘起する。このような磁性へテロ構造で発現

するスピン軌道相互作用に由来したトルク（「スピ

ン軌道トルク」）は、高調波ホール電圧測定を利用

して定量的に調べることができることが最近報告さ

れた[4]。 

 本講演では、ヘテロ構造を形成する材料やその構

造、ヘテロ構造の各界面がスピン軌道トルクに及ぼ

す影響について報告する[5]。強磁性層に作用するト

ルクの大きさや向きによって、電流誘起磁化反転や

高速磁壁移動が誘起される原理について議論する。 
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Fig. Definition of the spin Hall torque 
(upper) and the Ta layer thickness 
dependence of the field-like and damping-
like spin Hall torques (lower panels).
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